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特 集  高齢者動脈硬化予防の新展開

は　じ　め　に

　高血圧は，動脈硬化性疾患である脳

卒中，心筋梗塞や大動脈解離のみなら

ず，認知症，心不全や慢性腎臓病の発

症に及ぼす影響は大きく，降圧療法

によりリスクを低減することができ

る。わが国では75歳以上の後期高齢者

人口が全体の10％を占めており，さら

に高齢者高血圧の有病率は非常に高く

なってきている。本稿では，2019年

に改訂した「高血圧治療ガイドライン

(JSH2019)」1)を踏まえ，高齢者の動脈

硬化予防のための高齢者高血圧管理に

ついて概説する。

Ⅰ．�動脈硬化性疾患と高血圧

　高血圧は加齢とともに増加し，2015

年には75歳以上の74％が罹患しており，

高齢者の高血圧有病率は高い。日本の

コホート研究であるEPOCH-JAPAN2)

では，血圧レベルと脳心血管疾患リス

クの間に正の関連を認めた。高血圧は

脳卒中や心筋梗塞，さらに大動脈解離

など動脈硬化性疾患のみならず，心不

全や慢性腎臓病，認知症などの強い危

険因子でもあり，年間10万人以上が高

血圧により死亡している3)。

Ⅱ．�高齢者における�
高血圧の特徴

１．加齢変化と高血圧

　75歳以上の高齢者では非高齢者と異

なる生理的・病態的変化を有してお

り，加齢変化や動脈硬化に伴う高齢者

高血圧の特徴を示す(表１)。また，高

齢者では，高血圧とは独立した高齢者

に特徴的なフレイルや認知機能障害な

どがあり，個別に対応した診断，治療

が必要である。

２．高齢者の血圧変動

　高齢者では，加齢に伴い延髄を含め

て圧受容体反射を介した循環調節機能
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